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連
載
・
政
策
・
イ
ベ
ン
ト

◆[関西]スマートエネルギー Week2017（第
5回［関西］太陽電池展～ [関西]PV EXPO
～／第5回［関西］太陽光発電システム施
工展／第4回［関西］二次電池展～バッテ
リー大阪～／第4回［関西］スマートグリ
ッドEXPO ／第2回［関西］水素・燃料電
池 展 ～［ 関 西 ］FC EXPO ～ ／ 第2回［ 関
西］バイオマス発電展／第1回［関西］火
力発電EXPO ／第1回［関西］風力発電展
～［関西］WIND EXPO ～）
会 期：2017年9月20日（水）～ 22日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00）▷会場：インテッ
クス大阪（大阪市住之江区南港北
1-5-102）▷入場料：無料（登録制）▷
主催：リード エグジビション ジャ
パン株式会社/問合せ先：展示会事
務局＜出展に関して＞03-3349-8576
＜来場に関して＞03-5324-1244（リ
ード エグジビション ジャパン内）

◆[関西]住宅・都市イノベーション総合
展2017（第1回［関西］住宅設備 EXPO
／第1回［関西］高性能建材 EXPO ／
第1回［関西］照明 EXPO ／第1回［関
西］スマートビルディング EXPO ／第

1回［関西］都市開発 EXPO）
会期：2017年9月20日（水）～ 22日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）▷会場：インテック
ス大阪（大阪市住之江区南港北1-5-
102）▷入場料：無料（事前登録制）▷
主催：リード エグジビション ジャ
パン株式会社/問合せ先：事務局03-
5324-1244（リードジャパン内）

◆第7回農業ワールド（第4回[国際]次世
代 農 業EXPO ／ 第7回[国 際]農 業 資 材
EXPO ／第2回[国際]6次産業化EXPO）
会 期：2017年10月11日（水 ）～ 13日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00）▷会場：幕張メッ
セ（千葉市美浜区中瀬2-1）▷入場料：
無料＜事前登録制＊招待券（無料）が
ない場合、入場料\5,000 ／人＞▷
主催：リード エグジビション ジャ
パン株式会社/問合せ先：＜出展に
関する問合＞03-3349-8511 ／＜来
場に関する問合＞03-5302-3142（リ
ードジャパン内）

◆エコテクノ2017 ～地球環境ソリュー
ション展／エネルギー先端技術展～
会 期：2017年10月11日（水 ）～ 13日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：西日本総合展示場　新館（福
岡県北九州市小倉北区浅野3-8-1）▷

入場料：無料（入場登録制）▷主催：
福岡県／北九州市／経済産業省九州
経済産業局／公益財団法人北九州観
光コンベンション協会/問合せ先：
主催事務局093-511-6800（北九州観
光コンベンション協会内）

◆ 危 機 管 理 産 業 展（RISCON TOKYO）
2017
会 期：2017年10月11日（水 ）～ 13日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：東京ビッグサイト 西ホー
ル／会議棟（東京都江東区有明3-11-
1）▷入場登録料：\2,000（税込）＊招
待券持参者・展示会公式WEBによる
事前登録者は無料▷主催：東京ビッ
グサイト/問合せ先：RISCON TOKYO
事務局03-3503-7641（アテックス内）

◆ITpro EXPO 2017（同 時 開 催：Securi
ty2017 ／ IoT Japan2017 ／ FACTO
RY2017など）
会期：2017年10月11日（水）～ 13日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
30▷会場：東京ビッグサイト東
4-6ホ ー ル（東 京 都 江 東 区 有 明
3-11-1）▷入場登録料：\3,000（消
費税込、招待者・事前登録者は無
料）▷主催：日経BP社/問合せ先：
公 式HP http://expo.nikkeibp.co
.jp/itpexpo/2017/

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2017
会期：2017年10月18日（水）～ 20日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
（最終日は16:00まで）▷会場：長浜
バイオ大学ドーム（滋賀県長浜市田
村町1320）▷入場料：無料（事前登
録制）▷主催：びわ湖環境ビジネス
メッセ実行委員会/問合せ先：事務
局077-528-3793

◆第6回ふくしま再生可能エネルギー産
業フェア2017（REIFふくしま2017）
会 期：2017年11月8日（水 ）・9日（木 ）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
ビッグパレットふくしま（福島県郡山
市南二丁目52番地）▷入場料：無料（登
録制）▷主催：公益財団法人福島県産
業振興センター /問合せ先：024-959-
1961（エネルギー・エージェンシーふ
くしま内）

●Innovation for Cool Earth Forum
（ICEF）
会期：2017年10月4日（水）・5日（木）
▷開催時間：初日9：15から／最終日
18：00まで▷ 会場：ホテル椿山荘東
京（東京都文京区関口2-10-8）▷入場
料：無料（事前登録制）▷主催：経済
産業省／新エネルギー・産業技術総

合開発機構/問合せ先：http://www.
icef-forum.org/jp/

●欧州蓄エネセミナー
会期：2017年9月26日（火）▷開催時
間：15：00 ～ 17：00▷ 会 場：TKP
ガーデンシティ PREMIUM秋葉原（東
京都千代田区外神田1-7-5フロント
プレイス秋葉原2F）▷参加費：無料

（登録制）▷主催：メッセ・デュッ
セルドルフ・ジャパン／新農林社・
新エネルギー新聞/問合せ先：03-
5210-9951（メッセ・デュッセルド
ルフ・ジャパン内）

●ESSJ(Energy Storage Summit Japan
／エナジー・ストレージ・サミット・
ジャパン)2017
会 期：2017年11月7日（火 ）・8日（水 ）
▷時間：＜7日＞13：00 ～ 20：00 ／
＜8日＞9：00 ～ 17：00▷会場：ベル
サール飯田橋ファースト（東京都文京
区後楽2-6-1住友不動産飯田橋ファー
ストタワー B1）▷参加費：1日4万円／
2日間6万5,000円▷主催：メッセ・デ
ュッセルドルフ・ジャパン（MDJ /問
合せ先：03-5210-9951（ESSJコーディ
ネータ）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（9月～ 11月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

奥能登国際芸術祭2017の作品（左）と、珠洲風力発電所（向こうの山並みにも風車が見える）
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▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第⑰回

▼
輪
島
と
能
登
半
島

石
川
県
輪
島
市
を
中
心
と

す
る
能
登
半
島
を
最
近
３
回

訪
ね
た
。
こ
れ
ま
で
全
部
で

４
回
訪
ね
た
こ
と
に
な
る
。

永
平
寺
を
訪
ね
、
能
登
半

島
一
周
を
し
た
の
が
40
年

前
。
２
回
目
は
、
当
地
の
農

林
水
産
品
を
首
都
圏
に
調
達

す
る
た
め
現
地
視
察
を
行
っ

た
（
本
紙
コ
ラ
ム
③
）。

３
回
目
は
、
当
地
の
遊
休

施
設
の
調
査
と
、
酪
農
や
農

産
品
、
ワ
イ
ン
工
場
な
ど
を

訪
問
し
た
。
４
回
目
に
な
る

今
回
は
、
廃
校
小
学
校
と
北

前
船
、
そ
し
て
現
在
開
催
の

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
発

電
風
車
サ
イ
ト
を
訪
ね
た
。

今
回
の
現
地
調
査
で
も
感

じ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
地

の
気
候
風
土
や
地
理
環
境

が
、
暮
ら
し
や
産
業
、
文
化

と
歴
史
に
大
き
く
影
響
を
与

え
て
い
る
。
半
島
と
い
う
地

理
的
な
条
件
が
生
み
出
し

た
、
外
部
と
の
関
係
性
構
築

の
た
め
の
独
特
な
手
段
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
北
前
船
が
挙

げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ

う
し
た
地
域
の
イ
ッ
シ
ュ
ー

に
つ
い
て
記
し
た
い
。

▼
辺
地
の
地
域
性
が

つ
く
り
出
し
た
特
徴

こ
の
地
は
と
り
わ
け
、「
少

子
高
齢
化
」
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
言
葉
は
、
使
い
習
わ
さ

ろ
に
あ
る
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
を
見
に
、
風
車
の
足
元
ま

で
レ
ン
タ
カ
ー
で
出
か
け

た
。「
珠
洲
風
力
発
電
所
」

で
あ
り
、
１
・
５
㍋
㍗
の
風

車
が
10
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。

現
地
か
ら
は
一
つ
向
こ
う

の
山
並
み
に
も
ウ
イ
ン
ド
フ

ァ
ー
ム
が
見
え
た
。
そ
れ
も

同
じ
系
列
の
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ

ー
ム
で
あ
り
、
20
基
の
構
成

で
あ
る
。
全
基
が
回
っ
て
い

る
景
色
は
壮
観
で
あ
り
、
風

況
が
よ
く
風
力
発
電
に
適
地

で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し

て
い
る
。

▼
消
え
た
鉄
道
の
残
照

い
ま
珠
洲
市
で
は
、
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
の
「
奥
能
登
国

際
芸
術
祭
２
０
１
７
」
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
テ
ー
マ

に
も
辺
地
や
廃
墟
に
ア
ー
ト

を
重
ね
る
視
点
が
あ
っ
た
。

能
登
半
島
に
は
、
そ
の
名

の
と
お
り
の
「
の
と
鉄
道
」

が
走
っ
て
い
る
。
現
在
は
七

尾
か
ら
穴
水
ま
で
の
、
33
㌔

㍍
に
過
ぎ
な
い
が
、
２
０
０

１
年
ま
で
は
穴
水
～
輪
島
、

２
０
０
５
年
ま
で
は
穴
水
～

蛸
島
ま
で
の
路
線
も
あ
っ
た
。

前
述
の
人
口
減
、
産
業
の

衰
退
で
経
営
困
難
か
ら
廃
線

と
な
っ
た
。
そ
の
形
見
が
駅

舎
と
し
て
一
部
残
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
線

路
上
に
車
両
が
置
き
去
り
に

さ
れ
て
い
る
の
も
あ
る
。
産

業
遺
構
と
い
え
る
。
鉄
道
の

残
照
と
し
た
い
。

廃
線
に
す
る
と
、
鉄
道
を

再
び
敷
設
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
社
会
資
本
と
し

て
鉄
道
を
消
さ
な
い
、
残
す

こ
と
が
〝
政
治
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ

ｏ
ｒ
地
域
〟
で
あ
る
こ
と

を
、確
認
し
た
旅
で
あ
っ
た
。

れ
か
ら
十
年
以
上
経
て
い

る
。
当
初
１
年
程
度
、
校
舎

を
使
っ
て
エ
ビ
養
殖
の
試
験

が
行
わ
れ
た
が
、
後
に
中

止
。
以
後
放
置
さ
れ
た
ま
ま

で
あ
る
。

同
校
は
、
廃
校
時
ま
で
１

３
１
年
の
歴
史
が
あ
り
、
４

８
０
０
名
の
卒
業
生
を
出
し

た
。
生
徒
数
が
６
３
０
人
の

年
度
も
あ
っ
た
が
、
廃
校
時

は
20
人
で
、
１
＆
２
学
年
、

で
あ
る
。
辺
境
の
地

で
あ
る
輪
島
で
は
、

そ
の
地
理
的
条
件

が
、「
少
子
高
齢
化
」

を
先
取
り
し
、
特
化

さ
せ
て
い
る
。

戦
後
の
団
塊
世

代
、
所
得
倍
増
計

画
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
。
こ
れ
ら
は
磁

石
が
釘
を
吸
着
す
る

よ
う
に
、
東
京
に
地

方
の
若
者
を
吸
着
し

た
。
能
登
半
島
も
若

者
を
東
京
に
「
供

給
」
し
た
。
結
果
と

し
て
、
若
者
世
代
が

い
な
く
な
り
、
地
元

で
は
出
産
養
育
す
る

親
世
代
が
い
な
く
な

り
「
少
子
高
齢
化
」

の
典
型
地
と
な
っ
た
。

今
回
訪
ね
た
廃
校

小
学
校
は
、
旧
・
輪

島
市
立
七
浦
小
学
校

で
あ
る
。
こ
の
地
区

は
元
は
門
前
町
で
あ

っ
た
の
で
、
小
学
校

は
門
前
町
立
で
あ
っ

た
。
輪
島
市
と
合
併

し
、
そ
の
年
度
末
の

２
０
０
６
年
３
月
に

廃
校
と
な
っ
た
。
そ

れ
た
日
本
の
二
つ
の
現
状
を

的
確
に
表
現
し
て
い
る
。
一

つ
は
、
小
中
高
校
の
学
齢
期

の
子
供
の
減
少
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
、
介
護
を
必
要
と

す
る
高
齢
期
の
老
人
の
増
加

３
＆
４
学
年
、
５
＆
６

学
年
の
複
式
学
級
で
教

育
さ
れ
て
い
た
。
現
在

は
、
門
前
町
に
あ
っ
た

５
校
が
２
校
に
統
合
さ

れ
、
生
徒
は
通
学
バ
ス

で
登
下
校
す
る
。

七
浦
地
区
は
小
さ
な

皆
月
湾
に
あ
る
。
七
浦
は

「
し
つ
ら
」
と
読
ま
れ

る
。
そ
れ
は
「
静
海
」
の

意
味
だ
。
風
光
明
媚
な
地

で
あ
り
、
今
後
そ
の
良
さ

が
復
活
す
る
余
地
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

▼
北
前
船
と

総
持
寺
祖
院

七
浦
は
門
前
町
に
あ

る
が
、
そ
の
20
㌔
㍍
南

に
あ
る
の
が
黒
島
海
岸

で
あ
る
。
そ
の
地
こ
そ

が
、「
北
前
船
」
の
寄

港
地
で
、
船
主
や
船
頭

の
居
宅
も
あ
っ
た
。
黒

島
町
も
門
前
町
で
あ
る

が
、
江
戸
時
代
は
徳
川

の
天
領
で
あ
っ
た
。
曹

洞
宗
の
総
本
山
の
総
持

寺
が
あ
っ
た
が
、
横
浜

市
鶴
見
区
に
移
転
し
た

の
で
、
い
ま
は
総
持
寺

祖
院
と
な
っ
て
い
る
。

当
時
の
趣
を
残
し
て
い
る
。

黒
島
に
も
当
時
の
面
影
を

残
す
住
居
群
が
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て

保
存
・
整
備
さ
れ
て
い
る
。

船
主
の
角
海
家
の
住
居
が
、

10
年
前
の
輪
島
地
震
で
被
災

し
た
の
で
、
復
元
建
築
が
市

有
財
産
と
し
て
整
備
保
存
さ

れ
て
い
る
。

総
持
寺
に
行
き
来
す
る
僧

侶
や
信
者
に
よ
り
、
そ
し
て

北
前
船
貿
易
に
よ
り
全
国
各

地
に
伝
搬
し
、
隆
盛
し
た
の

が
、
こ
の
地
の
伝
統
工
芸
で

あ
る
輪
島
塗
だ
。
こ
う
し
て

文
化
や
情
報
は
北
前
船
に
よ

っ
て
移
入
さ
れ
、
他
所
に
も

伝
搬
し
た
。
輪
島
の
漆
器
も

全
国
へ
広
が
っ
た
。

▼
風
力
発
電
の
適
地

輪
島
市
か
ら
門
前
町
に
向

か
う
と
、
遠
景
の
山
並
み
に

発
電
風
車
が
回
っ
て
い
る
。

雄
大
な
景
色
に
う
ま
く
風
車

が
溶
け
込
ん
で
お
り
、
筆
者

の
好
き
な
景
色
で
心
が
安
ら

ぐ
（
か
つ
て
「
風
車
セ
ラ
ピ

ー
」
に
つ
い
て
心
理
実
験
の

研
究
を
し
た
こ
と
が
あ
る
）。

能
登
半
島
に
は
、
門
前
町

周
辺
だ
け
で
な
く
、
半
島
中

央
部
の
背
骨
に
あ
た
る
地
域

に
も
大
き
な
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ

ー
ム
が
あ
る
。
今
回
、
世
界

農
業
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
る
「
千
枚
田
」
を
見

て
、
珠
洲
市
に
向
か
う
と
こ


